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平成17年 度 情 報処理 セ ンター学生 スタ ッフの活動 につ いて

学生 ス タ ッフは、 自習利 用者 の支 援 や 自習 室 の整備 等、 セ ンター利 用者 へ のサ ー ビスの

向上 のた め実 習室 に配 属 され て います。

また、 ユ ーザー ズガ イ ドの編 集 や公 開講座 の サ ポ ー トな ど学 生 の視点 か ら情報 化 の推進

に協 力 して い ます。

平 成17年 度 は約25人 の登録 が あ り、 各 自の課題 に取 り組 み なが ら、 コ ン ピュー タ能 力 や

コ ミュニケ ー シ ョン能 力 を高 め るた め に前 期 は3グ ルー プ(「 ユ ーザ ー ズ ガイ ド&公 開講

座」 「広報」 「資料 作成」)、後期 か らは教材 作 成支援 班 を追 加 し、4グ ル ープ に分 か れて作

業 を行 い ま した。

○ ユーザ ー ズガ イ ド&公 開講 座班

平 成17年 度 の情報 処理 セ ンター システ ムの更 新 に伴 い コ ンピュー ターの操 作方 法 も一新

され、 旧ユ ーザ ーズ ガイ ドを新 オ ペ レーテ ィ ング シス テム に対 応 した もの に書 き換 え る必

要性 が 出て きま した。 その ため、 ユ ーザ ー ズガ イ ド班 は旧冊 子版 ユ ーザ ーズ ガイ ドをべ 一

スに新 しい内容 や操 作方 法 を記載 した現 オペ レーテ ィ ング シス テム対 応 の冊子 版 ユ ーザ ー

ズガ イ ドを作成 しま した。 新冊 子 版 ユ ーザ ーズ ガ イ ドの主 な変更 点 と して オペ レーテ ィン

グ システ ムのWindows2000か らWindowsXPへ の変更 、 ワーキ ング アプ リケー シ ョン

のOffice2000か ら2003へ の変 更、 全学生 が イ ンターネ ッ トを 自由に使 え るよ うにな りWeb

閲 覧 ア プ リケー シ ョ ンlnternetExplorerの 使 用 方 法 やUSBク リップ ドライ ブ、CD-R

Wの 作 成方 法、 スキ ャナで の イメ ー ジ トリ ミング方 法 な どを記載 した ことです。

次 に平成18年 度版 ス ター トア ップ ガ イ ドを作 成 しま した。 ス ター トア ップ ガイ ドは昨年

度 と大 きな変更点 はなか ったです が、 「通 信教 育部 ス クー リング期 間 中の 自習室利 用 時間」

を追加 しま した。

HTML版 の ユ ーザ ー ズガ イ ド作 成 作業 で すが、 メモ帳 を使 用 しタグ打 ちにてHTMLを

作 成 して います。 しか し、 現 ユ ーザ ー ズガ イ ド班 員 の ほ とん どがHTML未 経 験 者 な ので

苦 労 して い ます。

地域 公開講 座 と して 「パ ソ コ ン入門講 座」 を平 成17年8月22日 か ら8月25日 に開 催す る

に あた り、MS-Word2003テ キ ス トを作 成 しま した。パ ソコ ン入門 講座 で はデ ジカ メを利

用 して写 真 入 りカ レ ンダーを作 る ことを 目的 と して い るた め、 カ レンダーの作 り方 な どを

わか りやす く伝 え るため に昨年 の テ キ ス トを改訂 す る と共 に、 新 シス テム にお け る変更点

な どを修 正 して新 シス テム に対 応 で きる よ うに しま した。 ま た、 付 録 と してCD-Rに 書

き込 む ソフ トウ ェアの使 い方 を追 加 す るこ とで、 作成 した カ レンダーの デ ー タを持 ち帰 る

ことが で き るよ うに しま した。
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また、10月 に行 わ れ る 「Excel入 門講 座 」 で使 用 す るMS-Excel2003テ キ ス トをパ ソ コ

ン入門講 座 テ キス ト完 成後 す ぐに取 り掛 か りま した。 昨年 の反 省 を踏 まえ て、住所 録 を作

成 す る箇 所 をわ か りやす くす るため に、 難 しい説 明 を取 り除 きま した。

今後 の計 画 にっ きま して は、後 期 の作 業 で終 え るこ とので きなか ったHTML版 ユ ーザ ー

ズ ガ イ ドの基 本 部 分 を4・5月 中 に完 成 させ た い と思 います 。 その後 、HTML経 験者 の

助 言 や援 助 を もとに、 見栄 え や操 作性 、 理解 性 の良 いHTML版 ユ ーザ ー ズガ イ ドを完 成

させ た い と思 って お ります。

り 零o〆 曝6鰭 篠6●

奈良六学情報処理センター

「冊子 版 ユ ーザ ーズ ガイ ド表 紙」 「ス タ ー トア ップ ガ イ ド表 紙 」

平成17年 度 奈良大 学情 報処理センタ0公 開講座

パ ソ コ ン 入 門 講 座
～デジカメ写真を利 用した才リジナルカレンダー を作ろう～

平成17年8月22日(月)～25日(木)

主 催=奈 良 大 学情 報 処理 センター

平成17年度 奈良大学情報処理センター公開講座

Excel入 門 講 座
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平成17年10月1日(土)～29日(土)ま での毎週土曜日

主催=奈良大学情報処理センター

「パ ソコ ン入 門講 座 テキ ス ト表 紙」 「Excel入 門講座 テキ ス ト表紙 」
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○広報班

情 報処理 セ ンター ホー ムペー ジ(http:、//www.nara-u.ac.jp/daigaku/center/staffhp/

center.hp.htm1か ら ご覧 頂 け ます)の 更新 を行 い ま した。 学 生 ス タ ッフ紹 介 、 セ ンター

学生 ス タ ッフの仕事 紹 介 にお け る班別 作業 内容 、 はや うち タイ ピ ング コ ンテ ス ト、eメ ー

ル利 用講 座等 の情報 を随時掲 載 して い ます。

また、 セ ンター ニ ュースNo.54とNo.55(http://www.nara-u.ac.jp/daigaku/center/

center _news.htmlか らPDF版 が ご覧 頂 けます)を 作成 しま した。

今 年度 の活動 で は、班 員 が連絡 ノ0ト を こま めに確認 し、 連携 を図 るこ とによ り、班 員

同士 が協 力 し合 え ま した。

情報 処理 セ ンター ホー ムペ ー ジの更新 にお いて も、班 員 が多 くの意 見 を 出 し、試 行錯 誤

を繰 り返 して、 随 時更新 す る ことが で きた点 は良 か ったで す。

また、 学 生 ス タ ッフが講 師 とな り、 学 生 ス タ ッフを対 象 に開 か れ たHTML講 座 も、 広

報班員 の タグ打 ちの スキ ル向上 に大 い に貢献 しま した。

その半面 、全 班員 で集 ま って作 業 を行 え なか った ことが反 省点 で す。

今後 の活 動 と しま して は、全 班員 で情 報処 理 セ ンター ホー ムペ ー ジの 内容 を見 直 し、 よ

り見 やす く、 よ りわか りやす い内容 を随時更 新 して い きます 。

また、 セ ンターニ ュー ス も同様 に、 多 くの方 々 に読 んで頂 け る ものを作 って い きます。
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○資料作成班

昨年度 に引き続 き、学生 の自習室利用状況 を表 した利用統計資料 を作成 しま した。新た

に今年度か ら通信教育部の項 目を利用統計表内に設 け、 より細か くデータが残 るように し

ま した。 また学籍番号確認表 を作 ることで、利用統計表への入力 ミスをな くし、確認 を行

いやす くしま した。 自習利用簿か らAccessへ の入力 ミスを資料作成班 で再度確認 し、利

用者数の正確 さを追求 しま した。 これによ り月初めに提 出する先月分 の自習利用統計表を

より早 くまとめ ることがで きま した。

次に、情報処理セ ンターシステムの更新 および学内LANの 更新 に伴 い、新 たに情報処

理 センター案内パ ンフレッ トを作成 し、卒論マニュアルの改訂 も行 いま した。

また、情報処理 センターの利用者が活用 しやすいようパ ソコンの端末 とプ リンタとの対

応表の作成や本棚の整理、平成15年 度にデータベース化 した 「奈良大学情報処理セ ンター

年報」の更新 も行 いま した。

今年度 は、作業 を分担 し、班員同士 で意見を交換 しっっ数度、班員全員で集 まり作業進

捗状況の確認や意見交換をす ることでパ ンフレッ ト等の完成 に至 りま した。

磯 謡瀦 潔

奈良六学情紹処理センター

奈良大学情報処理セ ン

← ター案内パ ンフレット

表紙
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○教 材作 成支援 班

教 材作 成 支援 班 は、 今年度 後 期か ら設 置 され た グル ープです。

/〉年度 は
、 まず 、HTML講 座 を実 施 しま した。IJTMLの 知 識が あ る ス タッフが講 師 と

な り、 全体 の スキ ルア ップを図 りま した。

次 に、 デ ジ タル ビデオ カ メ ラの使 川 マニ ュ アルを班 員 の集 ま る ことので きる311の 短期

問 で集 中 して作 業を1」=い、完 成 させ ま した。

暗中模索 な面 も多 くあ りま したが、 それぞ れの 得意 分野 を生 か して 協力で きたので、 今

後 は班 員が密 に連 絡 を と り、IITMI、 の技 術<<11Lと と もに新 しい仕 事に積 極 的 に取 り組 ん

で い きます。
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